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【公報種別】特許法第１７条の２の規定による補正の掲載
【部門区分】第６部門第３区分
【発行日】平成26年10月16日(2014.10.16)

【公開番号】特開2014-142939(P2014-142939A)
【公開日】平成26年8月7日(2014.8.7)
【年通号数】公開・登録公報2014-042
【出願番号】特願2014-11404(P2014-11404)
【国際特許分類】
   Ｇ０６Ｔ   1/20     (2006.01)
   Ｇ０６Ｆ   9/38     (2006.01)
【ＦＩ】
   Ｇ０６Ｔ   1/20    　　　Ｃ
   Ｇ０６Ｆ   9/38    ３１０Ｊ

【手続補正書】
【提出日】平成26年9月1日(2014.9.1)
【手続補正１】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００１７
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００１７】
　図１Ｃは、同様に、画像処理中に画像フレーム１００に適用することのできる、カーネ
ルパターン１３０を示し、ここでカーネルパターン１３０は、画像フレーム１００に対し
て動作するためのＫ０，Ｋ１、Ｋ２、およびＫ３を含む。画像フレーム１００は、水平ピ
クセルラインの群ＨＬ０、ＨＬ１、ＨＬ２、ＨＬ３、ＨＬ４、ＨＬ５、およびＨＬ６、お
よび垂直ピクセルラインの群ＶＬ０、ＶＬ１、ＶＬ２、ＶＬ３、ＶＬ４、ＶＬ５、および
ＶＬ６に区画して、カーネルパターン１３０内部に様々なカーネル順序を定義することが
できる。例えば、ｘ方向（または水平方向）において、画像フレーム１００は、カーネル
パターン１３０の以下のカーネル順序を定義するように区画することができる：
　例えば、Ｋ０に従って処理される、水平画像ラインの群ＨＬ０および水平画像ラインの
群ＨＬ６のような、第１の群の水平画像ライン；
　例えば、カーネル順序Ｋ０→Ｋ１→Ｋ０→Ｋ２→Ｋ０→Ｋ１→Ｋ０に従って処理される
、水平画像ラインの群ＨＬ１および水平画像ラインの群ＨＬ５のような、第２の群の水平
画像ライン；
　例えば、Ｋ０に従って処理される、水平画像ラインの群ＨＬ２および水平画像ラインの
群ＨＬ５のような、第３の群の水平画像ライン；および
　画像フレーム１００が完全に処理されるまで、以下同様。
【手続補正２】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００４３
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００４３】
　ストリーム処理ユニット５２０には、マイクロコントローラ５２５、算術論理ユニット
（ＡＬＵ）ブロック５３０、ストリームレジスタファイル５３５、およびストリームメモ
リ５４０を含めることができる。マイクロコントローラ５２５は、ＡＬＵクラスタがデー
タのストリームに対してカーネル演算を実施するように、ＡＬＵブロック５３０、特に、
ＡＬＵブロック５３０のＡＬＵクラスタ１、ＡＬＵクラスタ２、…ＡＬＵクラスタＮ（こ
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こで、ＮはＡＬＵクラスタの合計数）を制御する。本例においては、ＡＬＵクラスタ１、
ＡＬＵクラスタ２、…ＡＬＵクラスタＮは、画像データのストリームに対するカーネル演
算を実施する。ＡＬＵクラスタは、単独命令、複数データ方式で動作することが可能であ
り、この場合に同一の命令が、データストリームの異なる要素に対して、ＡＬＵクラスタ
によって実行される。一例において、ＡＬＵクラスタ１、ＡＬＵクラスタ２、…ＡＬＵク
ラスタＮは、少なくとも１つのＡＬＵおよび少なくとも１つのローカルレジスタファイル
を含む。ストリームレジスタファイル５３５は、データストリームを記憶し、画像プロセ
ッサ内部での、例えば、ＡＬＵブロック５３０とストリームメモリ５４０の間の、データ
ストリームの転送を容易にすることができる。
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